
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第 77 号 Ｒ3.２.24（水）

佐賀県教育庁教育振興課 

佐賀県小・中学校学習状況調査の結果についてお知らせします。 
あなたの学校の結果はいかがでしたか？ 

 

調査結果の概要 
平均正答率が、県で設定した「到達基準」に達した教科は、１８教科中１５

教科でした。「到達基準」に達していない教科は、小学校４年生国語と中学校２

年生社会、理科でした。（小４国、中２社、理については次ページで解説してい

ます。） 

［各学年・教科の県平均正答率等］ 

〇小学校 

〇中学校 

［各学年・教科の到達状況］ 

昨年１２月に実施した令和２年度佐賀県小・中学校学習状況調査の結果概要は、以下のとおりです。 
 

 

到達基準 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校４年生国語の結果について 

［評価の観点別の状況］ ※到達状況の「▼」は「要努力」の状況を表しています。 

 中学校２年生社会の結果について 

［評価の観点別の状況］ ※到達状況の「▼」は「要努力」の状況を表しています。 

 評価の観点でみると、「知識・技能」で「要努力」の状況にあることが分かります。また、内容・領域

別にみると、「世界の諸地域」の正答率は 44.9（「到達基準」52.0）、「中世の日本」の正答率は 37.8（「到

達基準」50.0）」、「近世の日本」の正答率は 47.1（「到達基準」52.0）で課題がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校２年生理科の結果について 

［評価の観点別の状況］ ※到達状況の「▼」は「要努力」の状況を表しています。 

 評価の観点でみると、「知識・技能」と「思考・判断・表現」で「要努力」の状況にあることが分かり

ます。また、内容・領域別にみると、「化学変化と原子・分子」の正答率は 37.2（「到達基準」52.0）、

「生物の体のつくりと働き」の正答率は 48.3（「到達基準」56.7）、「大地の成り立ちと変化」の正答率

は 37.1（「到達基準」55.0）で課題がみられました。 

 

 

 

 評価の観点でみると、「知識・技能」で「要努力」の状況にあることが分かります。また、内容・領域

別にみると、「言語の特徴や使い方に関する事項」の正答率は 53.8（「到達基準」62.5）、「情報の扱い方

に関する事項」の正答率は 63.0（「到達基準」70.0）、「話すこと・聞くこと」の正答率は 50.3（「到達

基準」53.3）、「読むこと」の正答率は 54.9（「到達基準」56.0）で、課題がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県教育センターのホームページにお

いて、県調査の分析結果を紹介しています。    

この報告書では、各教科の成果と課題及び指

導改善のポイントがまとめられています。是

非ご覧いただき、各学校における今後の学力

向上へ向けた取組に御活用ください。 

 https://www.saga-ed.jp/contents/gakujyou/    

 

令和２年度 佐賀県小・中学校学習状況調査 

Web 報告書について 
 

 今年度の県調査では、これまで課題があった

内容について改善が図られているものもあり

ました。しかし、身に付けた知識を活用して、

複数の情報や資料をもとに説明する設問にお

いて全体的に課題がみられます。習得した「知

識・技能」を活用する学習場面を意図的に設定

する等、授業改善を図っていくようにしていき

ましょう。以下に、小４国、中２社、理の内容

について紹介します。 

https://www.saga-ed.jp/contents/gakujyou/


 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

２ 公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

 

２ 公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小中連携事業の公開授業 
 

太良町立大浦中学校：12 月 21 日（月） 

E-MAIL: oura-j@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊富な資料を活用して、主体的・対話的な

視点を踏まえた授業！ 

 
越後平野の稲作は、どのような自然環境を

生かしているのだろう！ 

 

学 年：２年生 社会  

指導者：花田 茜 先生 

単元名：中部地方～雪とのかかわりが深い北陸の産業 

めあて：北陸の産業と人々の生活との関わりを考えよう 

 資料を基に個
人で考えたこと
を、グループのメ
ンバーに伝えて
いる場面です。 

 授業の最後に
OPPシート（1枚
ポートフェリオ評
価）に振り返りを
行っている場面で
す。 
 

【校区テーマ】 小中連携による確かな学力の向上及び主体的・対話的に学ぶ児童・生徒の育成を図る 

【学校テーマ】 授業と家庭学習を連動させた全教科での指導の工夫と改善を通して 

 

伊万里市立山代西小学校：１月 27 日（水） 

E-MAIL: yamashironishi-e@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読みの視点をもち、対話活動を通して

要約をよりよくしていく授業！ 

【校区テーマ】 小中連携による、基礎学力の定着と、自ら学ぶ児童生徒の育成 

【学校テーマ】 すすんで考え、共に学び、生き生きと学習に取り組む子どもの育成 

        ～学び合い活動を取り入れた国語科指導の工夫～ 

 

 
興味の中心に沿った内容になるように、紹介文の「要

約」の内容を読み合ってもっといいものにしよう。 

学 年： ４年生 国語 

指導者： 水田 常美 先生 

単元名： きょうみをもったことを中心に、しょうかいしよう 

     「ウナギのなぞを追って」 

めあて： 紹介文の「要約」の内容をパワーアップさせよう 

 教師の紹介文
を読み、修正部分
や良かった部分
を見付けて、線を
引いて書き込み
をしている様子
です。 

 友だちの紹介
文の下書きを読
み合い、互いに気
づきを交流しな
がら見直しをし
ている様子です。 

mailto:oura-j@education.saga.jp
mailto:yamashironishi-e@education.saga.jp

